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イベント概要 

[企業名]  東洋テック株式会社 

 

[企業 ID]  9686 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2021年 3月期決算説明会 

 

[決算期]  2020年度 通期 

 

[日程]   2021年 5月 17日  

 

[ページ数]  40 

  

[時間]   13:30 – 14:25 

（合計：55分、登壇：42分、質疑応答：13分） 

 

[開催場所]  541-0041 大阪府大阪市中央区北浜 1-8-16  

   大阪証券取引所ビル 3階 北浜フォーラム 

 

[会場面積]  217.43㎡ 

 

[出席人数]  40名 

 

[登壇者]  3名 

代表取締役社長  池田 博之（以下、池田） 

常務執行役員 管理本部長 斉藤 達郎（以下、斉藤） 

経理部長   阿部 幸生（以下、阿部） 
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登壇 

 

司会：皆様、大変長らくお待たせいたしました。本日は何かとお忙しいところ、またコロナ禍の
中、東洋テック株式会社様の IR ミーティングにご参加いただきまして、誠にありがとうございま

す。 

感染防止の観点から、安心、安全を最優先にして開催いたしますので、質疑応答の時間も含めまし

て、常時マスクをご着用していただくなど、咳エチケットを遵守していただきますように、どうぞ

よろしくお願いいたします。 

それでは、ただ今から開催いたします。 

本日、会社からは 3名の方をお迎えしてございますので、ご紹介申し上げます。 

まず、代表取締役社長でいらっしゃいます池田博之様でございます。続きまして、常務執行役員管

理本部長でいらっしゃいます斉藤達郎様でございます。 

斉藤：よろしくお願いします。 

司会：続きまして、経理部長でございます阿部幸生様でございます。 

阿部：よろしくお願いします。 

司会：本日は、池田様からご説明をいただきまして、その後、質疑応答の時間とさせていただきた
いと思います。 

それでは池田様、どうぞよろしくお願いいたします。 

池田：東洋テックの社長の池田でございます。本日は大変足元の悪い中、またコロナ禍における緊
急事態宣言という大変厳しい情勢の中、私どもの会社説明会にご参集いただきまして本当にありが

とうございます。 

 

例年に比べまして、お集まりいただく投資家もしくは株主の方々の数も制限をさせていただいたり

とか、こういうことをせざるを得ない状況でありますけれども、ご容赦をいただきたいと思いま

す。 
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また、冒頭に、私どもの周辺でもやはりコロナの影響を受けておられるお客様がいろいろございま

す。身近に罹患者の方々も増えてきている、なかなか厳しい状況であろうと思います。お亡くなり

になられた方、もしくは皆さんの周りの方で罹患された方いらっしゃるかと思います。まずは心よ

りお見舞いを申し上げたいと思います。 

私どもは、警備業、それからビルメン業、現場を抱えている仕事でございます。職員一同、エッセ

ンシャルワーカーという気持ちで日々業務をしております。もちろんうつさない、うつらないとい

う感染対策等々徹底しながら業務をしておりますことを、まず冒頭にご報告を申し上げたいと思い

ます。 

 

それではお願いします。 

本日のプログラムでございますが、簡単に前期の決算の内容について、それから今期の予想。それ

から、中期経営計画は今期が 2019年につくった中期経営計画の 3期目にあたるわけでございます

が、修正しておりますのでこれについて触れ、それからわが社の戦略投資、成長に向けての様々な

計画を皆さんに具体的にお話をしたいと思いますのでよろしくお願いします。 
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また株式の状況、配当の状況等触れた後に、最後に ESG、SDGs についての取組みにも簡単に触

れ、30分程度でご説明した後、事前にいただいている質問もございますので、質問にお答えする

時間を半分ぐらいお取りしたいと思います。 

 

それでは次のページ、お願いします。 

まず、前期の決算トピックスということで、要点はこの資料にありますとおり、3点でございま

す。 

去年の 4月、ちょうど今頃緊急事態宣言発令になって、大変厳しい状況の中でスタートしました。

今年度の第 1四半期もそうですが、去年の場合は本当にまだまだコロナの状況というのはよくわか

らなくて、わが社においても万全な対策を取る必要があるということで、かなり徹底したコロナ対

策に取り組みました。 

特に去年の第 1四半期は、私どものお取引をしている、警備をさせていただいている警備の現場、

また、ビルメンの仕事をさせてもらったり、清掃の仕事をさせてもらっている商業施設や学校等が

休校になり、営業活動がほとんどできなかったというのが実際のところでございます。 
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第 2四半期以降、それなりに挽回を致しました。コロナ関連のお客様のお困りごとに対して、コロ

ナ関連商材のサーマルカメラの斡旋とか、除菌、特殊清掃、除菌消毒作業等のコロナ関連商材の販

売等々にも、お客様のニーズにお応えするかたちで努めてきました。 

後ほど警備事業の内訳でご説明いたしますが、警備業の中でもメール便等々をやっている輸送警備

が大幅に増加をしたり、またご斡旋、ご紹介いただいたM&A等の案件がありましたので、業容拡

大に資することになった反面、工事や機器販売という利益率が高い業務が前半苦戦をしたことであ

ったり、特に金融機関の、これはコロナ禍ということもあるんですけれど、主として一昨年の消費

税上げ以降のキャッシュレスの流れの加速化という状況の中で、店舗の統廃合や ATM の利用回数

の減少もあり、ATM 管理の減少もございました。ただひとまずは第 2四半期以降挽回をして売上

については、これ一応 10期連続の増収ということになりました。 

2番目は、先ほどちょっと申し上げましたけれども、ビルメンの会社を 2社ほど、これはご紹介に

よりまして、100%子会社として業容拡大に資する会社を買わせていただきました。 

3番目につきましてはグラフで出ていますけれども、売上のところだけは右肩上がりなんですけれ

ども、各利益事象を年次で比較すると、大きな要因がいくつかありますが、減益の決算ということ

でございます。 

ただ昨年の 5月の時点で、コロナによる影響というのはかなり大きく出るというのがもうわかって

いましたので、中期経営計画とは別に、コロナの影響を反映した 2021年 3月期の売上計画を発表

いたしましたので、その計画そのものは一応達成をしたということでございます。 
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次のページをお願いします。 

今申し上げたことを数字で出したのが、この表でございます。青枠で囲ったところが 2021年の実

績。私が今申し上げました計画に対しては一応各売上、利益ともに達成をしたということなんです

が、前年対比で言いますと、利益指標は軒並みマイナスになったということでございます。 
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次のページ、お願いします。 

セグメントごとの売上高と利益の説明を簡単にしたいと思います。大きく三つの柱、警備事業、ビ

ル管理事業、そして不動産事業がございます。 

まずは主力の警備事業、これが約 7割弱ぐらいのウエイトになりましたけれども、2021年 3月期

については、これはりそなのメール便の元受の受託がフルに寄与して輸送警備が大きく増えたこと

でありますとか、常駐警備と言いまして、人が常にそこにいて警備をする警備も大口の受注があっ

たりしました関係で、増えたということでございます。 

一方警備事業の中でも、第 1クォーターで営業活動が実質的にストップしてしまったこともありま

して、機器販売、それから工事の先送り等々の理由により工事機器販売の売上は減りました。これ

が痛かったのと ATM 管理、先ほど申し上げましたキャッシュレスの進展による影響によって、

ATM 管理は減少しました。 

それから、警備事業の中でもちょっとわかりにくいんですけれども、関西電力さんの仕事をやって

おりまして、停解業務という、電気料金を払わなくて電気を止められたりした時に、お金を払った
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ときに開栓をするという、そういう業務も一部請け負っております。これはスマートメーター化を

することによって減っていく業務であります。 

こういうものが全部諸々、警備事業の中に入っておりまして、中期的でありますけれども徐々に減

っています。プラスマイナスありましたけれども、警備事業全体では売上 172億円ということ

で、セグメント利益も特殊要因があるんですけれども、前期比で言いますと 1億 8,300万円のマイ

ナスという結果でございます。 

ビル管理事業につきましては、先ほど申し上げました 2社の子会社化によりまして、これがだいた

い売上に寄与した金額が 13億円ぐらいでございますが、2社の売上合計で増収でございました。

関係会社、ビルメンの会社がたくさんあるんですけれども、先ほど申しました第 1クォーターで

は、施設のメンテナンス先の休業であったり、休校であったりで売上が減ったんですけれども、そ

の分第 2クォーター以降、関係会社が頑張ってくれまして取り返したということで、これは売上、

利益ともに増収増益の分野でございました。 

不動産事業、これもちょっと特殊要因がありまして、要は所有している不動産の収入等々について

は、一定の利益率を保って堅調なんですが、前々期にちょっと大きな不動産の仲介、3億円強の仲

介手数料があった分が、前期はそのような大きな不動産の収益がなかったということで、この分が

大きくマイナスになったということでございます。 
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次のページ、お願いします。 

そのセグメントごとのさらに警備業務の内訳をここに簡単に書いています。数字ばかり並んでちょ

っと見にくいんですけれども、さっき申し上げたように機械警備、これが一番われわれの本業で最

も力を今後とも入れていく分野。警備業務の中では人を介する輸送警備だ、常駐警備だというもの

に比べると、機械警備というのは当たり前ですけれども、センサー、コントローラーによって集中

監視センター等々で機械によって代替する部分もありますから、利益率は相対的に高い分野であり

ます。 

今後とも、この分野については一生懸命力を入れていきたいと思っています。コロナの影響で中

止、値下げ、引き下げ等の要請があったので若干マイナスですけれども、今、足元では数字を順調

に取り返しつつある状況でございます。 

輸送警備、常駐警備は先ほど申し上げたとおりです。 

ATM 管理、これが先ほど申し上げましたように、金融機関向けの売上が減っているということで

す。 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  
フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

10 
 

あと、TEC-CDという商品がありまして。これは大口のチェーン店さんとか、例えばパチンコ店さ

んとか、量販店さんだとか、そういうところの売上を回収する CD機を置いてやっているんです

が、これも第 1クォーターのときは一時期止まったんですけれども、第 2クォーター以降は復活し

ている。でこぼこがあるんですけれども、トータルしてみるとやはり金融機関向けの売上が減った

影響が大きくて、これが 10%近い前年度比の減収になっているということでございます。 

工事・機器販売、先ほど申し上げたとおり、第 1クォーターで苦戦をした影響が大きく出まして、

これはもう減少率としては大きい。第 2クォーター以降はコロナ商材販売等取り組んだんですけれ

ども、結果としてはこれが大きなマイナスになりました。 

その他の中に、先ほど申し上げたような停解業務や、あと緊急通報業務と言う、高齢者の方の見守

りサービス的なこともやっているんですけれども、これを合算しますとやはりちょっと減少になっ

ております。 

ビル管理業務は先ほど申し上げたようにプラス、不動産業務は特殊要因によってマイナス、 

これがセグメントごとの内訳の詳しい内容でございます。 
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次のページ、お願いします。 

これは、先ほどの数字をグラフにしたものです。 

 

次のページ。お願いします。 

わが社は今、一番上が東洋テック本体、2番目以降、東警サービス以下が関係会社、いずれも

100%子会社でございまして、東洋テックを含めて 10社の連合体になりました。 

一言で言いますと、東洋テック本体は先ほど申し上げましたように、ちょっと特殊要因もあったん

ですけれども減収減益という決算、あと東警サービス、東洋テック姫路という警備会社、この 2社

は増収増益でございました。 

テックビルサービス、大阪フジサービス、共同総合サービス、それから不動産を飛ばして森田ビル

管理、これが既存のビルメン会社 4社でございまして、この 4社は先ほど申し上げたように第 1

クォーターこそ苦戦していましたが、第 2クォーター以降、頑張って取り返してくれたおかげで、

増収増益決算となります。 
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新栄ビルサービス、明成、これが去年買った会社でございまして、売上、利益に前期寄与してくれ

た 2社でございます。 

不動産については、先ほどご説明したとおりです。 

 

次のページ、お願いします。 

結果、この経営指標につきまして、ここに一覧表にしておるわけでございますが。前期の決算、利

益が減益になったということもありまして、残念ながら 1株当たりの利益でありますとか、ROE、

ROA という指標は大きくマイナス、見劣りをする結果になりました。 

わが社の課題というのははっきりしておりまして、中長期的な成長に向けてしっかりその成長の絵

を描いていくということと同時に、やはり収益力の強化であります。これは十分に認識をしておる

わけでございますが、長期的な安定的な配当をするという観点から、配当につきましては年間の配

当 30円を維持して、今期もその方針で臨むつもりでございます。 
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次、お願いします。 

続きまして、今期の決算の見込みを先日公表させていただきました。 

左から 2列目が前期の数字。 

ちょっと後で触れますけれども、中期経営計画の 3年目ですので、売上は実は当時の計画で言いま

すと、300億円、経常利益が 17億円になる予定でございました。しかし先ほど申し上げました

諸々の環境変化を踏まえ、また現時点でたくさんお話をいただいているんですが、戦略投資、

M&Aとか大口の不動産の購入とか決まっているものはまだないものですから、既存のベースでの

売上高の改善の努力、それから収益構造の努力を見込んで 270億円、営業利益 8億円、経常利益 9

億円という数字を公表させていただきます。以上でございます。 

12

（単位、百万円、％）

2020/3
実績

2021/3
実績 前年度比 公表値 達成率 2022/3

公表
2021/3
実績比

売上高 24,842 26,000 1,158 26,000 100.0％ 27,000 1,000

営業利益 1,079 697 △382 600 116.2% 800 103

経常利益 1,253 848 △404 720 117.8％ 900 52

親会社に帰属
する純利益 861 560 △300 430 130.5％ 540 △20

1 株当たり
純利 益 82円57銭 53円67銭 △28円90銭 41円19銭 － － －

配当金 30円00銭 30円00銭 0円00銭 30円00銭 100.0％ 30円00銭 0円00銭

配当性向 36.3％ 55.9％ 19.6％ － － － －

２０２２年３月期 業績予想

ⒸTOYO-TEC 2021
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次のページ、こちらはグラフにしたものです。 
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次をお願いします。 

中期経営計画について、先ほどご説明したとおりでございますが、もともとの計画は 300億円、

17億円、これは今年度終了時点での計画でございました。戦略投資額が 90億円、計画でございま

した。これを若干修正させていただいて、270億円、9億円という計画を公表いたしました。 

配当方針については変わらず、また戦略投資額は 90億円の枠のうち使用している額が今 25億円

でございます。この総額の内訳については、特段決めているわけではございませんので、後ほど詳

しくご説明をさせていただきたいと思います。 
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次、お願いします。 

ここからが力を入れて説明したいところでして、 

戦略投資の基本方針については、この記載のとおりでございます。中長期的にシナジー効果を発揮

できる会社でありますとか、物件、案件、そういうものを取り入れながら、グループ力を拡大し続

けていくために三つの観点で案件を検討する、結論はすぐ出しますので、積極的に戦略投資は今期

も行っていきたいと思っています。 

既存事業の強化に資するもの、安全・安心をキーワードとした周辺分野への進出、新規事業等、将

来グループ戦略の再編と成長力の加速に資するものということでございます。 
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具体的には次のページでご紹介します。 

こちらがこの 2年間、今年度が最終となる 3年間の中計経営計画の中で、不動産だけちょっと違う

んですけれども、戦略投資の実績を簡単にご説明したものでございます。 

営業戦略投資というのは主として本業に資する、これはメール便を集約したり、金融機関の取引

を、例えば地銀さんにおける経費の削減等々につきましては相当なニーズが今あるんだと思いま

す。私どもの取引があるところについても、いろんな見直しの要請はもちろんありますけれども、

取引のないところについても当然そういう話があるわけですから、われわれにとっては大きなビジ

ネスチャンスということで、主としてこれはりそなグループのメール便の元受が決まったときに、

東大阪に土地を買って回金センターをつくり、去年 9月から順調に稼働しております。 

まだ金融機関をいくつか引き受けるだけの余裕は十分にある施設をつくりましたので、こういう戦

略投資、これはだいたい 15億円ぐらい投資をいたしました。 
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不動産につきましては、ネット利回り 5.5%ぐらいを目安にしており、去年 1年間だけでも 250件

ぐらい、いろんな物件の現場を見に行き、一生懸命検討していたんですけれども、残念ながら去年

1年間の中では決まった案件はありませんでした。 

スライドには 2013年から 19年の間に実際に買った物件を表示させております。 

そのうちの一つ、スーパーホテル門真というのは、中期経営計画始まる直前の 2019年 3月に先ほ

ど申し上げましたようにネット利回りが 5.5%。こういう収益に資する、中長期的にわが社の収益

に貢献するような物件ということで買わせていただいた不動産でございます。これについては当初

の目標どおり、安定した収益を今上げているということでございます。 

あとM&A につきましては、この中計期間中に言いますとこの 3社、森田ビル管理は一昨年、新栄

サービス、明成は去年、いずれもビルメンテナンス業の会社でございます。 

あと資本提携につきましては、これちょっと非上場会社ばかりなので社名は省略しております。一

つは兵庫県の警備業の会社、これは関西圏の金融機関取引をトータルで言えばまだまだビジネスチ

ャンスがあるということで一部出資をした。それから二つ目の警備業については、これは奈良県の

常駐警備の拡大と、当社の奈良の営業事業所との連携を考えて出資をした。それからもう一つは、

これは私どもの警備の現場で使うバディコムといういわゆるソフトウェアの提供会社のお話をいた

だいて、事業にも実際に使うものであるということで出資をしました。こういうものに投資をして

おります。 
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次のページ、お願いします。 

今期の大きなわが社の課題である中長期での成長の絵を描くということについて、そのうちの一つ

の戦略投資の対象をここに記載をしております。 

具体的に申し上げますと、まずはM&A、資本や業務提携等については、こういう会社を対象に是

非、皆さんのお取引先であるとか、情報網の中でこういうお話がありますれば、ご紹介をいただき

たい、結論は早く出しますのでお願いしたいと思います。 

まず一つは、この警備業、警備会社、われわれの本業でございますが、これにつきましてはちょっ

と専門的になりますが、1号警備業務という、機械警備、施設警備の業務ついて関西地区や東京都

内、名古屋市内を集中的に注力をしているところであります。 

それから 2号業務という、いわゆる雑踏警備と言われている分野でございますが、これにつきまし

ては、われわれの主たる経営経済圏でありますところの関西地区、ここの警備会社について、もし

そういうお話があれば、是非ともご紹介いただきたいと思っております。 
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それから 2番目、これは今まで実績が多数ありますがビルメンテナンス会社。これについては機械

警備と違って警備業法上の制約がないので地域の制約もありません。 

ビルメンの場合には、ビルを丸ごと 1棟お預かりをさせていただいて、清掃に至るまでビルの施設

管理、エレベーター点検、消防点検などいろんな業務があります。こういうものを今テックビルサ

ービス以下、わが社にも分散してあるんですけれども、技術力のあるビルメンテナンス会社、主と

して関西全域、東京都内、名古屋市内、こういう会社がもし事業承継の対象であったり、皆さんの

情報網であれば、是非、ご紹介をいただきたいと思います。 

それから、安全・安心をキーワードとした周辺分野と書いてありますが、これは最近で言いますと

ころのサイバーテロ対策に対して何かできないかとか、これはまだまだ研究中でございますので、

何かこういうことだったらいいんじゃないかというようなお話がありましたらご紹介いただきたい

と思っています。 

収益不動産の購入につきましては、ここに書いてあるとおりでございます。 

主として、わが社のビルメン業務につながるという意味では、賃貸オフィスビルです。先ほど申し

上げましたネット利回りは 5.5%以上ぐらいを目線にしておりますが、市内とか東京都内、名古屋

市内、あとは地域の制約というのがあまりないので、ケースバイケースで検討したいと思います。 

それから賃貸不動産、これはいわゆるレジ系です。これも一応目線は一緒でございます。5.5%以

上のネット利回りの物件、不動産のご紹介についてたくさんいただいておりますけれども、残念な

がら前期はいろんな条件、目線にちょっと合うものがわれわれとしてはなかったということでし

た。ご提供いただいたところについては、本当にありがとうございました。引き続き、今期もよろ

しくお願いをします。 

以上が、今期の戦略投資の一大方針でございます。是非よろしくお願いいたします。 
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次のページ、お願いします。 

今現在、東京オリンピック・パラリンピック 2021については、業務の中止や延期という話が日に

日に強くなってきましたが、一応われわれとしては警備の JVに参加をするというかたちで、延べ

人数にすると 1,280人、7月 7日から 8月 8日までこれだけの人数を派遣をする予定でございま

す。 

もちろん売上、利益に貢献するというのもあるんですけれども、これの最大の目的の一つというの

は、やはり 2025年のわれわれの地元であります大阪で開催される万博、それから主としてこれも

関西の IR をはじめ、若干計画が後ろ倒しになっている部分もありますが、ベイエリアの再開発構

想などに積極的に関与をしていきたいというところでございます。 

こういうことを考えたときに、このオリンピックでの経験、警備メンバーといった入口でチェック

をしたりとか、こういうところに派遣する人ももちろんなんですが、いわゆる会場警備本部とい

う、コントロールタワーのようなところに 4名ほどわれわれの人間も派遣させていただけることに

なりました。 

19ⒸTOYO-TEC 2021

2025大阪万博開催に向けた成長戦略
東京オリンピック・パラリンピックへの派遣

延べ人数︓270人
交通誘導

延べ人数︓264人
手荷物検査

延べ人数︓404人
手荷物検査

計4箇所
7/7～8/8（33日間）で
延べ1,280人を派遣

延べ人数︓342人
人と車両の出入管理
交通誘導
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これは大会全体で、例えば不審者のチェックであるとか、そういうときにすぐ現場に指示をすると

か、いわゆるコントロールタワーに該当するところでございまして、その会場の中に設置されたカ

メラの映像で監視をして、何か異常があった場合にすぐ現場との連携をはかっていく。 

2025年以降、中長期的な発展に対してわれわれもしっかりコミットしたいということで、これは

大きないい経験になるんじゃないかと思って派遣をする予定にしております。 

 

次のページ、お願いします。 

株式についてのご報告を簡単にいたします。主要株主、大株主、上位 10社、例年と変わりがござ

いません。株主数は一部、今のコーポレートガバナンスコードに沿って、持株先の見直し等々は鋭

意やっております。われわれのほうから売却したり、また私どもの株式を売却されたりということ

で、増えている株主数は総じて個人の株主です。この 1,437名というのは過去最高の株主数でござ

います。 

流動化の比率がまだまだ低いというのは十分認識しておりますが、地道に株主を増やしていく努力

をしていきたいと思っております。 
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次のページ、お願いします。 

配当につきましては、先ほど申し上げましたとおり安定配当。配当方針は業績に連動し、長期安定

した安定的な配当をしていくというところです。配当性向はだいたい 40%から 50%ぐらいをめど

に、東証上場の全企業平均を上回るようなかたちを常に意識をしてやっているということでござい

ます。 

先ほど申し上げた通り、今回は減益になったものですから、配当性向は若干跳ね上がっております

が、今期以降も安定的に収益を向上する、もしくはM&A 等々によって飛躍をすることによって、

この配当性向、それから配当方針については維持をしていきたいと思っております。 
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次のページ、お願いします。 

このあたりはコマーシャル的なお話になるので、簡単にご紹介します。 

警備現場において、いわゆる抗ウイルス加工をした制服でもって、警備員そのものの安全を守ると

いうような取組みをしております。 

これは現実に今、医療機関等々で常駐の警備をしている人間でありますとか、これは PR 的な側面

もありますがりそなの本社に従事する社員はこの制服を着用しており、これは順次拡大をしていき

たいと、こういうふうに思っております。 
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次、お願いします。 

このコロナ関連商材といわれるようなお客様のニーズに沿ったようないろんな商品、例えばサーマ

ルカメラという非接触型の測定器でありますとか、マスク・消毒液はもちろんのこと、最近やはり

この光触媒。光が当たることによって抗菌作用を発揮するような機能を持った機器でありますと

か、あとは光が当たらなくても空気に触れることによる空気触媒によるコーティングの商品を取り

扱っております。 

このようないわゆるコロナ関連商材といわれるものが、全体の売上にしてみればまだまだ微々たる

ものですけれども前期でいうと 6,300万円ございました。一昨年まではなかった売上で、今期も引

き続き商談が続いていることを考えると、ちょっと触れておきたい点でございます。 

当社トピックス

Withコロナ対策商品・サービス

ⒸTOYO-TEC 2021 25

7181

4582

15,131

35972

0 10000 20000 30000 40000

空気触媒コーティング

除菌消毒作業

マスク・消毒液等

非接触型温度測定器

2020年度売上実績

（単位：千円）

空気触媒反応により什器や設
備に付着したウィルスや菌を
不活性化。
共同総合サービスにて実施。

（2021年2月～）

非接触型温度測定器 マスク・消毒液等 光触媒脱臭機

空気触媒コーティング

売上63百万円
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次、お願いします。 

デジタルトランスフォーメーション本部は、やはりキャッシュレス化の流れに対する取組みじゃな

いですけれども、業務そのものを変革していくためにデジタルの力を使う。それからロボティクス

や IoTの力を借りて、業務の内容そのものを変えていく必要があるということで新設致しました。 

例えば画像監視サービス、カメラによって警備業務を映し出すようなかたちですが、これはもとも

と人が常駐、巡回していたものに代わって、カメラを入れているものです。 

加えて、まだ試験中で今期の売上にどこまで寄与するかは読めませんが、常駐警備の現場にロボッ

トを使用することで、人とロボットと画像というものを組み合わせた、ハイブリッドな警備も可能

になります。やはり一定の品質以上の警備品質を維持しようと思うと、人の値段が一番高くなりま

す。中長期的に人材が不足をするという、これは日本全体の問題ではありますけれども、そういう

ことに対応するということもあり、こういうデジタルトランスフォーメーションの力を借りていき

たいと考えています。 
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スマートロックというのは、これは電子錠をスマホで開けるような、これも一般的な鍵からこうい

うものに変えていかに早く商品化するかというような取組みを今、一生懸命やっている最中でござ

います。これはまだ数字にできるような状態ではないですけれども、しっかりやっていきたいと思

っております。 

 

次のページお願いします。 

これが先ほどご説明したバディコムです。無線で双方向通話ができる、ライブキャストというカメ

ラ機能もありまして、例えば何かトラブルがあった時に映像を共有できる機能があったり、同時に

複数人と会話ができる。こういうような仕組みのアプリを導入して、現に 4月からたくさんの警備

員によって使われているということであります。 
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次のページ、お願いします。 

最後に、ESGの取組みについて、最初の肝心なところだけ触れたいと思います。 
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次のページ、お願いします。 

メーカーさんに比べたら、まだまだ数字的にはたいしたことはないんですが、やはり今、カーボン

ニュートラルに向けた大きな流れの中で、われわれも上場会社の 1社としてしっかりとこの取組み

に取り組んでいかないといけないと思っております。 

今まではこういうふうな紙の削減、これは社内のペーパーレスもそうですけれども、お客様に対し

ての請求書を紙でやっていたのを電子請求書に変えていったりと、こういうことは順次やっていっ

ております。ただ、これを KPIとしていかに CO2をどれぐらいにするかという数字にするところ

までいっていなかった状況です。 

警備車両については大きなバンを小型化して CO2の排出を減らしていったり、電気自動車を入れ

始めたりしています。これらは現に CO2の排出量約 37%減というような効果はあるんですけれど

も、これをさらに高度化をして、実際にこれぐらいの CO2の削減をするんだという目標をたて

て、上場会社として取り組んでいきたいと、こういうふうに思っています。KPIも定めて、来年度

以降、できればいいなと思って今、取り組んでおります。 
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次のページ、お願いします。 

最後に SDGsの取組みについて。五つ大きく取り組んでおりますが、コロナ禍で働き方改革の問題

であるとか、多様な人材の活用であるとか、これは女性警備員を今 200名体制にすべく、151名ま

でいきましたけれども、まだまだ増やしていく必要があると思っておりますし、先ほど申しました

画像監視サービスの適用先拡大とか、いいサービスを提供するための資格の保有者の拡大であると

か、エコ車両の推進といったことをやっています。 

ガバナンスの強化ということで前年度、指名報酬委員会を新たに設置いたしました。外部の方の的

確な意見を参考にして、ガバナンスをさらに強化をする必要があるというふうに取り組み始めたと

ころであります。 

あとは諸々書いてあることを実施している最中ということであります。 

以上でございます。 
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質疑応答 

 

池田：予定の時間を 5分ほど過ぎましたが、それではご質問を、事前にいただいていることだけ先

にお答えをして、あと皆さんのご質問にお答えをしたいと思います。 

だいたい今、私の説明の中でご説明をしたんですけれども、一つはM&Aの取組み方針や投資額の

考え方についてという事前の質問をいただいております。 

先ほどお示ししたとおりでありまして、ちょっと詳しく説明しますと申し上げましたが、90億円

の投資額に対して、今年度、まだ 65億円ほど使用するつもりでおりますし、不動産投資額は検討

中のものはありますけれども、今現在決まった案件はございません。中長期的な発展とシナジー効

果をもっと高めていって利益率を向上するために、積極的に取り組んでいきたいと思っています。 

それから、二つ目の質問として、大株主、いわゆる筆頭株主はセコムさんであります。2番目の株

主は関西電力さんです。大株主との関係性と協力方針についてのご質問をいただいております。 

ガバナンスの面から申し上げますと、わが社の取締役 12名のうち、社内の人材が 5名、それから

社外の方が 7名です。この社外の 7名のうち 3名がセコムさん、2名が関西電力さんです。 

取締役会等で本当に活発なご意見をいただいて、ご指導いただいているわけでございまして、セコ

ムさんにつきましては皆さんご存知のとおりで、業界のリーディングカンパニーでございます。警

備の現場ではライバルという部分もあるんですけれども、貴重なご意見や提言をむしろいただいて

おりまして、われわれとしては大変ありがたい、リーディングカンパニー様としてご指導いただい

ていると認識をしております。取締役会等でも本当に貴重なご意見をいただいている関係です。 

それから関西電力さんにつきましては、取締役 2名ということもあるんですが、機械警備のホーム

セキュリティー分野では、関西電力さんと合弁会社、関電 SOSという会社でもって、一緒に運営

をしている事業パートナーだということもあり、2社との関係については今後とも変わらないとい

うふうにお答えをしたいと思います。 

三つ目、コロナの対応、特にこの第 4波についての対応ということについてのご質問をいただいて

います。 

冒頭申し上げましたけれども、エッセンシャルワーカーという強い使命感を持って業務に取り組ん

でいると思っています。 
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具体的に言いますと、監視センターと言う、集中的に機械警備や現場から飛んでくるいろんな信号

を確認して、現場の警備員に指示をするセンターが本社の 2階、3階にあったんですけれども、そ

こが万が一クラスターを出したらいかんということで分散をして密を避ける取り組みをしていたり

します。 

それから警備とかビルメンの現場でメールカーを想像していただくとわかりやすいと思うんです

が、だいたい 2名ペアで行くんですよね。そういうペアを不特定多数の組み合わせでやると、一人

がもし罹患したときにその相手方の数が増えるということで、なるべくそのペアを変えないように

勤務体系を作っています。警備の現場は休むわけにはいきませんので、そういう工夫をしたり、ま

た肝心のセンターの業務というのは分散をしてやっているところであります。 

あと、それ以外の間接部門であるとか営業部門については、なかなかこれは 7割まではいきません

けれども、リモートワークの導入等々について取り組んでおり、現在 5割程度です。逆に私社長は

毎日会社に来ておりますけれども、職員にはちゃんとリモートワークしろというふうに言っており

ます。 

最後に、キャッシュレス化についての現金取扱業務が減少することについての質問をいただいてい

ます。 

これは大変な課題でして、今後われわれと金融機関さんとの取引というのは、大きく変わってくる

んだろうと思います。キャッシュレス化の流れ、それから店舗の統廃合等々あります。店舗が減る

ということは、メール便の行先も変わるわけで減っていくわけですし、キャッシュレスの流れとい

うのは、われわれの大きな業務である ATM 関連の仕事が減っていきます。 

同じことをやっていても駄目なので、今、金融機関に対しての取引というのは、一例だけさらっと

申し上げますけれども、まとめて全部お預かりをする、警備とかビルメンとか清掃とかそういうこ

とじゃなくて、ビルごと丸ごと東洋テックグループに元請をしていただければ、われわれのグルー

プの中で、警備の分野であれば施設警備や機械警備やいろんな種々諸々のロボットを使った業務、

それからビルメンの業務については電気工事だとか消防点検だとか、いろんなことをワンストップ

で提供できるというものがあります。 

これは実際オファーをいくつかいただいております。既存の業者さんもいらっしゃいますのですぐ

というわけにはいかないかもしれませんが、一つの金融機関のビジネスモデルとして、総合的なビ

ルおよび警備の請負をわれわれはやっていきたいなと思っております。 
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それから、金融機関の取引でキャッシュレス化の流れは否めないですけれども、ゼロになるという

のは、ここ 10年に関して言えばあまりないんじゃないかと思います。ですから、金融機関が数あ

る中で私ども取引をいただいていないところもまだたくさんあるわけですから、先ほど申し上げま

したような集約化の効果というのも見込んで、今営業活動をしている最中でございます。以上が、

いただいた質問に対する事前の答えになります。 

ここからは皆さんの質問ありましたら、お答えをしたいと思います。 

司会：池田様、ありがとうございました。それではただ今から、その他のご質問についても募集し
たいと思うんですけれども、本日の模様は全て文章に書き起こして公開する予定でございまして、

したがいましてご質問の際に、会社名とかお名前をおっしゃられた場合はそのまま公開されますの

で、匿名を希望される場合は、お名前を名乗っていただく必要はございません。 

事前にポイントのところをご説明いただいたと思います。そのほかにご質問ないですか。 

池田：ちょっと繰り返しになるかもしれませんが、やはり一番の課題は利益率の低さ、それからも
ともと成長をにらんでいろんな会社をM&Aさせてもらったりしてきたわけですけれども、まだま

だ十分な効果は上がっているとはちょっと言い難い。売上ではもちろんプラスに働きますけれど

も、私が思っているような利益率になかなか達していない。 

これは同業他社に比べていただいてもわかると思うんです。機械警備の比率が高ければ高いほど、

利益率が高いというのはこの業界の常識でありまして、それからビルメンテナンス、いわゆるビル

管理業と言われる広義のビルメン業というのは、人に介する部門が多ければ多いほど利益率が低い

んです。これはもう、はっきりわかっていることでありまして。ですからいろんな意味で、一人が

一役、二役、三役できるよう多能化を図りたい。 

ビルメンに必要な資格は、例えばこれぐらいの大きさのビルだと、こういう資格を持った人が何人

いないとビルの設備管理ができないとか、そういうのがあるわけです。そういった有資格者を、東

洋テックグループを一つの塊として、比率をいかに高めていくかということによって、品質の高い

ビルメン業ができると思っています。警備業についても、人に関する警備でも有資格者は必要で

す。 

施設警備の割合も私ども、実は増えてきています。そこでいかに利益率高く品質に見合った警備料

をいただけるようなことをやるかということになると、やはり人だけに頼っていては駄目ですし、

値上げ交渉だけでも中身が変わらないとお客様はそう簡単に値上げをしてくださいませんので、や

はりそういう質的な部分をどう強化していくかというのが大きな課題であります。 
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ROA とか ROEを上げたい、また利益に対する割合をいかに増やしていくかということで考えれ

ば、株価対策など、投資家さんに向けた対策も大事な施策であることは間違いません。ただ私はま

だまだ十分戦えるマーケットの中でニーズがあると思って、地道にそういう努力をしていって、従

業員、ステークホルダーの方々、それから取引先に対してなくてはならない会社にするための努力

を地道にやっていきたいなと、こういうふうに思っています。 

利益率の向上は、大きな課題だと十分認識をしております。是非、資するようなアドバイスやご提

案や、何か案件ありましたら、情報をよろしくお願いします。以上でございます。 

司会：ありがとうございました。質問のほうは、よろしゅうございますか。 

池田さんのほうでは、ご丁寧な説明をいただきましてありがとうございました。それではこれをも

ちまして、東洋テック株式会社様の IR ミーティングを終了させていただきます。皆様ありがとう

ございました。 

池田：ありがとうございました。 

司会：傘などお忘れ物のなきように、どうぞよろしくお願いいたします。 

［了］ 

______________ 

脚注 
1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
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